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研究成果の概要（和文）：本研究の目的は、糖尿病患者のフットケアにおける足部の血流評価に二次元血流計を
用いたフットケアの「見える化」看護介入を実施し、臨床への応用を検討することである。
  糖尿病患者を対象にフットケア前後で測定を行い、看護介入（足の病状やフットケアによる循環状態を画像の
色調と数値で説明しフットケアへの意識づけと血糖コントロールのために食事や運動をはじめとした生活のフィ
ードバック）を行った。その結果、フットケアや糖尿病の自己管理に著名な効果が認められた者と反応が少なか
った者とが半々であった。悪化防止のためには全ての患者に介入の余地があると考え、今後は患者の背景や病状
などに応じた方法の検討が必要である。

研究成果の概要（英文）：The purpose of this study is to conduct "visualization" nursing intervention
 of foot care using Laser　Speckle Flowgraphy to evaluate the blood flow of foot in foot care of 
diabetic patients and to examine clinical application .
Measurement was conducted before and after foot care for diabetes patients, and nursing intervention
 (explanation of the circulation condition by leg condition or foot care by color tone and numerical
 values of the image, awareness of foot care and control of diet and exercise for awareness of foot 
care and blood glucose control Feedback of living initially). As a result, there were half of those 
who recognized prominent effects in foot care and self - management of diabetes and those who had 
little response.In order to prevent aggravation, all patients are considered to have room for 
intervention, and from now on, it is necessary to study ways according to the patient's background 
and medical condition.

研究分野：臨床看護学
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１． 研究開始当初の背景 

糖尿病患者のみならず、近年慢性腎臓

病で透析を受ける患者の末梢動脈疾患

（peripheral arterial disease: PAD）

発症のリスクと難治性が問題となり、早

期発見のためのフットケアが必要とされ

ている。そこで、フットケアを可視化で

きる二次元血流計（以下 LSFG:Laser 

Speckle Flowgraphy）に着目し、フット

ケアにおける循環動態の指標や患者教育

の媒体に使用できないかと考えた。 

健常人でLSFGを用いた温熱刺激や運動

負荷による下肢血流測定の結果から、フ

ットケアへの有用性が認められ、さらに

患者への応用に向けた検討を行うことと

した。 

２．研究の目的 

本研究の目的は、糖尿病患者のフット

ケアにおける足部の血流評価に LSFG を

用いたフットケアの「見える化」看護介

入を実施し、LSFG のフットケアへの臨床

応用を検討することである。 

３．研究の方法 

（１）足病変のある糖尿病患者 4 名に、

LSFG、サーモグラフィ、写真撮影を行い、

質的スケッチ技法を用いて足病変と画像

の見え方との関係を検討した。 

（２）フットケア外来の糖尿病患者 9 名

（男性 5 名、女性 4 名）に、フットケア

前後の LSFG、サーモグラフィ、写真撮影

を行い、画像による前後の質的および皮

膚血流量による量的変化を検討した。 

（３）フットケア外来の糖尿病患者 7 名

に LSFG 画像を用いたフットケアの「見え

る化」看護介入を行い、その効果を検討

した。 

４．研究成果 

（１）足病変患者の足病変と画像の見え

方との関係 

72 歳男性で、左第１趾と 5趾を糖尿病

足病変により切断した患者の左足背の写

真と LSFG 画像とをスケッチし比較した。

その結果、第１趾と５趾の断端部周辺は

LSFG 画像では朱色～黄色を呈し、断端部

の中心の膿瘍の部分は青色を呈していた。

足背の血管の走行は黄緑色、第２趾～４

趾は青～黄緑を呈していた。つまり、断

端部中心の膿瘍の部分は、血流減少を示

し、切断部（断端部）周辺は血流上昇（充

血）を示しているといえ、LSFG の色調に

より病状が推測できた。 

また、LSFG の足裏測定により足裏の炎

症像が明瞭となった 2 名【65 歳男性：右

足裏シャルコー関節（図１）、50 歳女性：

腎症による著名な浮腫】は特徴的な画像

を呈し、今後も病変と画像の両方の変化

を観察・検討していく必要がある。 

             

 
 
 
 
 
 
 

図１．足裏シャルコー関節患者の画像 

 

（２）フットケア前後の LSFG とサーモグ

ラフィによる質的・量的変化の検討 

 対象患者 9 名のうち、継続して測定を

行うことのできた合併症のある患者とな

い患者の以下 2 事例について検討した。 

CaseA：59 歳女性、２型糖尿病でインス

リン療法、HbA1c（NGSP）11%台、単純網

膜症、第３期腎症、車椅子の生活、下肢

に浮腫あり 

CaseB：64 歳男性、２型糖尿病で内服治

療、HbA1c（NGSP）６%台、合併症なし 

その結果、両事例ともフットケア後に

皮膚血流は増加し（図２）、画像の色調

は暖色傾向になり（図３）、これは炭酸

泉浴による血流促進効果と考える。足背 

に比べ足趾の血流増加率が高いのは、 

LSFG 画像 



足趾には爪下粘膜の毛細血管分布が多

く、より微小循環を反映しているためで

あろう。 

表面温度は、浮腫のある事例の足背以

外は全てフットケア後に低下した（図４）。

炭酸泉浴により足が温められた後に空気

にさらされ温度が低下したこと、足浴後

タオルによって足の水分を拭き取る際に

気化熱が奪われたことが考えられる。画

像の色調は、LSFG による画像の方がサー

モグラフィ画像よりも足全体の色調およ

び部位の変化が詳細にわかり、事例によ

っては血管の走行もはっきりと可視化で

きた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

足背に浮腫のある事例では、フットケ

ア後に足背の表面温度が下降せず上昇し、

間質液による保温効果および熱放散の低

下が示唆された。さらに、浮腫のない事

例と比較して血管の走行が見えにくく、

レーザー光が間質液により血球を照射し

にくいことも考えられた。今後、他の浮

腫のある事例と比較しながら検討してい

く必要がある。 

（３）LSFG 画像を用いたフットケアの

「見える化」看護介入の実施とその効果 

2 施設におけるフットケア外来におい

て 7 名の患者に画像を用いた看護介入を

行った。患者１人に対して 1～3回の介入

を合計 10回行った。介入の内容は、足の

観察や炭酸泉浴、爪切り等のフットケア

後に、足の病状やフットケアによる循環

の増減を画像の色調と数値で説明し、フ

ットケアを意識づけた。その後、血糖コ

ントロールのために食事や運動をはじめ

とした生活のフィードバックを行った。 

 その結果、転院により介入不可能とな

った 1 名を除く 6 名のうち、1 名（66 歳

男性）は理解力良好であり、画像と数値

からフットケアへの意識が高まり、自己

管理できるようになった。また、足裏測

定により足裏の炎症像がより明瞭となっ

た 2名（65 歳男性：右足裏シャルコー関

節、50 歳女性：腎症による著名な浮腫）

には、画像を用いて病状を詳しく説明し、

今後の足の自己管理方法および血糖コン

トロールのための生活改善方法を話し合

った。その他の 3 名は介入による著名な

反応はなかったが、悪化防止のために継

続介入の必要がある。 

二次元血流計を用いたフットケアの

「見える化」看護介入により、フットケ

アや糖尿病の自己管理に著名や効果が認

められた者と反応が少なかった者とが

半々であった。悪化防止のためには全て

の患者に介入の余地があると考え、今後

は患者の背景や病状などに応じた介入方

法の検討が必要である。 

（１）～（３）の結果より、糖尿病患

者のフットケアにおいて足病変の病状や

図３．CaseB のフットケア前後の画像 

 

患者 Case B 性別 男性 年齢 64 歳 

測定日 2016 年 11 月 22 日 

測定具 LSFG サーモグラフィ デジタルカメラ 
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図２．CaseB の皮膚血流変化 

図４．CaseB の皮膚表面温度変化 



フットケアによる血流の変化を捉える指

標として LSFG は有用であると考えた。ま

た、LSFG を用いたフットケアの「見える

化」看護介入は、患者の個人差を考慮し

た介入方法を検討することでより有用と

なる可能性が示唆された。 
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